


 

令和 6 年度 横浜こども科学館事業計画書 

                                   

１．令和 6 年度基本方針 

横浜こども科学館は、青少年の科学に関する知識を啓発し、創造性豊かな青少年の育成に寄与す

るために「横浜こども科学館条例」「横浜こども科学館条例施行規則」を遵守し、「横浜市子ども・

子育て支援事業計画」を支援し、あらゆる世代に向けた情報発信と科学に関する拠点の役割を担

います。横浜銀行、横浜市こども青少年局との共同イベントでは、「ブラックホール観測リレー」

と題した全 7 回の講演会や、月面着陸を成功させた「SLIM」（小型月着陸実証機）特別講演講演

会を着陸成功直後に開催し、いずれもオンラインで同時配信を行いました。 

来館者数は 33 万人台となり、新型コロナウイルスの影響前の水準に戻りました。 

開館 40 周年を記念した特別投影や、オリジナル缶バッジの販売を行い、地域に大きく貢献し

たほか、日本プラネタリウム協会の総会会場として場所を提供し、最新のプラネタリウムを全国

のプラネタリウム関係者に見ていただくことができました。 

日本で最大の政令指定都市の科学館として「みつける科学館」「つなぐ科学館」「あつまる科学

館」を旗印に掲げ日本一の政令指定都市「横浜」にふさわしい日本一の科学館を目指しました。 

 

 （１）「みつける科学館」 

    子どもたちに科学の分野での三つの心・センスとして「知りたい心」（好奇心）「挑みたい心」

（冒険心）「創りたい心」（匠の心）の萌芽を発見するチャンスを提供します。科学館で出会

うさまざまな展示物、科学工作教室、催しを通じて子どもたちが「センス」に気づくことが

できるように助力に努めました。 

（２）「つなぐ科学館」 

    「子ども」と「科学」をキーワードの中核に据えて、家族・家庭と学校・地域に日常的なつ

ながりを創りあげます。科学館は子どもたち自身が抱く疑問と科学を懸け橋とする知的な

ネットワーク構築のお手伝いを一生懸命に行いました。 

 （３）「あつまる科学館」 

    未来から預かった大切な子どもたちを育てる横浜市の地域の力、学校の力、家庭の力などの

恵まれた環境が科学館には結集しています。それらの横浜の街づくりの力が「あつまる場」

として機能するようにしました。 

（４） 利用状況 

【開館日数】 334 日 

【入館者数】 333,248 人 （1 日平均 998 人） 

 

【プラネタリウム投影日数】  334 日 

【プラネタリウム入場者数】  184,434 人 （1 日平均 552 人） 

 

※別紙①  

「令和 6 年度 横浜こども科学館入館者・プラネタリウム入場者数報告書」 



 

２．事業計画 

（１）事業実施計画 

目標数値 入館者数 240,000 人 入場者数（プラネタリウム）122,000 人 

 実  績 入館者数 333,248 人 入場者数（プラネタリウム）184,434 人 

新型コロナウイルスの影響が長引くものとして来館者目標数値を設定していましたが、 

以前の状態にほぼ戻ったため、入館者数が大きく上回りました。 

①科学技術に関する専門知識や最新情報イベントの開催 

協力関係にある機関（JAXA 等）の方々を招聘し、子どもたちと直接対話、もしくは 

オンライン上で交流をしてもらう機会をつくりました。 

②科学に関する体験講座や教室の開催 

物理、化学、生物、地学の領域ごとの体験講座や教室を開催しました。 

③出前教室の開催 

横浜市内小学校において 68 回実施しネットワークの強化および来館促進を図りました。 

    ④広報活動の多様化 

     科学の普及のため、ホームページ掲載やチラシ作成に加え、SNS（Twitter、YouTube 等）

を有効的に活用し、従来以上にメディアと連携した広報活動を強化しました。 

    ⑤プラネタリウム施設の有効活用 

     閉館後のプラネタリウム施設の利用方法として、ライブイベントへの貸出を行いました。 

     主催者側の SNS 発信もあり、来館者層として薄い傾向のある 20～30 代にアプローチす 

ることが出来ました。 

    ⑥幅広い年齢層へのアプローチの一環として、横浜栄高校科学部の発表や、クラーク記念国 

際高等学校の展示を行いました。 

          

（２）計画的な事業展開 

ソフト・ハードの両面の充実を図ります。 

① 常設展示 

５F に新展示「月の満ち欠け体験装置」「赤外線カメラ」「惑星模型（木星・土星）」を追

加し、宇宙への興味を広げるきっかけを作りました。 

また、２F には開館 40 周年を記念し、横浜銀行様より「テスラコイル」の寄贈をいただ

きました。今後実演も検討しながら有効利用していく予定です。 

② 企画展 

GW「どうぶつ工作大集合！」夏休み「こわい！？ふしぎな科学館へようこそ」冬休み「光

がつくる」春休み「スライム」などをテーマに開催しました。 

③ プラネタリウムの番組投影 

子どもたちが天文学を学ぶきっかけになるような番組投影を行いました。また団体利用者 

に向けた学年別の投影を行い、学校で学ぶ理科知識の一助としました。 

 

 



④科学に関する体験講座や教室などの開催 

 

講座・教室 開催数 参加人数 

科学工作教室 464 回＋5 日 5,607 

洋光台ｻｲｴﾝｽｸﾗﾌﾞ 745 回 6,991 

合   計  14,312 

      ※科学工作教室はウォークスルー型の開催教室を含むため日数での表記とした。 

 

    ⑤図書館 

     最新情報、新発見など科学に関する書籍・雑誌を幅広く取り揃えます。また、幼児向けの 

科学の本なども取りそろえ、家族で楽しんでもらう本を揃えました。情報が古くなってい 

る本については見直しを行い、新たな本を入れるためのスペースを確保しました。 

⑥教育機関や他の青少年施設との連携事業 

令和 6 年度実績 52 件 約 19,207 名 

全国科学館連携協議会にて当館企画の展示巡回が始まりました（テセレーション展示）。 

また、栄高校やクラーク記念国際高等学校による高校生による展示の受け入れを始めまし

た。小学生だけではなく幅広い年代が科学館のきっかけとして社会とつながっていくよう

なシステムを今後も構築していきます。 

⑦ オンラインでのトークイベントの反応 

「SLIM」（小型月着陸実証機）特別講演 1 回 再生回数 202 回 

 「ブラックホール観測リレー」7 回 再生回数 2,707 回。 

 子どもたちからのリクエストの多かったブラックホールをテーマにした講演会を行いま

した。光以外のものからも情報を得て宇宙の姿を探る「マルチメッセンジャ―天文学」と

いう最先端の天文学と子どもたちが触れ合う場を提供しました。 

※詳細については、別紙②「令和 6 年度 実施事業一覧」参照 

 

（３）利用者サービスの向上 

来館者目線での施設運営を行い、充実した設備、体制の中で学べる環境をつくります。 

① 休館日 

原則第 1,3 火曜日とし、年間で休館日 26 日、臨時休館 5日、開館日 334 日としました。 

② 展示フロア解説の実施 

解説スタッフは来館者との対話記録を残し、解説力の向上に努めました。 

③ 来館者の声を現場に反映する仕組みを作りました。 

 要望や苦情を現場運営に反映させ、サービスの向上やより快適な環境を提供しました。 

WEB を使った長期間にわたるアンケートや、団体利用者向けのアンケートを実施し、広く

意見を集めサービス向上につなげました。 

④ 広報活動・利用促進 

来館者満足度を向上させ、来館者の利用動機の幅を広げていきます。ホームページ掲載や



チラシ作成に加え、SNS（Twitter、YouTube 等）の活用等、来館者の情報収集源に合っ

た広報活動を行い、利用促進を図りました。 

 

 （４）地域や他機関等との連携・協働 

わたしの街の科学館を目指します。 

① 地域行政（地元自治会等）と連携・協働し、事業の開催・参加を強化します。 

     洋光台まちづくり協議会と連携し、洋光台サイエンスクラブ（開催回数 745 回 

参加人数 5,607 名、洋光台駅前プレイパーク（開催回数 24 回、参加人数 2,235 名）等を

実施しました。 

② ボランティア会の活動を強化 

     単なる「参加の場」にとどまらず、知的レベルの非常に高いボランティアの経験・知識を

十分に発揮していただく教室・企画等を実施し参加者の学び、成長に結びつけました。 

     団体向けの実演の実施など、ボランティア活動の幅を広げました。 

③ 学校、青少年関係団体や企業等との連携・協働を強化 

     横浜市教育委員会、横浜市小学校理科研究会などとの連携を強化しました。 

横浜市小学校理科研究会と連携し夏休みに「自由研究お助け隊」の教室を開催しました。 

神奈川県、JAMSTEC などとも協力し、中継イベントや講演会を行いました。 

④ ネーミングライツスポンサーとの連携を強化 

     「SLIM」（小型月着陸実証機）特別講演 1 回、「ブラックホール観測リレー」7 回を対 

面式イベントとして開催し「科学館の応援団」として様々な場面でバックアップをしてい 

ただきました。今年からは会場を 5 階ステージにうつし、より近い距離での研究者と子ど 

もたちの交流を可能にしました。 

    ⑤湘南三浦教育事務所エリアの教育委員会との連携 

     横須賀市、鎌倉市、逗子市、葉山町、三浦市の各教育員会との連携を強化し、 

     企画展チラシ（GW、夏休み、春休み）とはまぎんキッズサイエンスチラシを 

児童一人 1 枚配布を行いました。 

 

３．管理運営計画 

これまでの経験とノウハウを活かし、コロナ禍に負けない運営を行い「新しい時代の科学館」を 

目指しました 

 

（１）運営体制 

    経験豊富な職員に加えて、有望な新人を採用し強い運営体制の確立を目指しました。 

        人材不足の中、安定した運用を行うため、天文分野など特殊な業務においても誰でも実施で

きるような研修プログラムの作成に着手しました。 

 

 （２）収支計画 

コロナ禍からの回復が著しく、展示改修の費用支出はあったものの、黒字運営となりました 

計画達成の推進 



入館者・入場者の目標を大きく達成しました。 

 

 （３）施設の維持管理 

    戦略的維持管理の実践を通じて、安心・安全・快適な施設環境を実現しました。 

① 施設長寿命化への取組を強化 

     破損した場所や不具合が起きている場所への修繕対策を行いました。 

② 省エネルギーへの取組を強化 

猛暑が続いた日でも効率的な空調運用を行うことで、電気代の抑制を実施しました。 

③ 確実な維持管理業務を実践 

     関係法令や業務仕様書を順守した業務を行いました。 

④ 衛生管理の徹底 

日常清掃を重視し、「施設は古いが、来館者に気持ち良く利用していただける施設」を 

     目指しました。  

⑤ 熱中症対策 

バスの運転手への無料入館受入などを行い、熱中症対策をおこないました。 

 

 （４）モニタリング 

    PDCA サイクルを強化し、来館者の声を実現しました。 

 

① 利用者モニタリング、利用者アンケートの実施 

     教室、イベント実施時にお客様の声を直接うかがい、以後の企画に反映させました。 

     今年度より団体向けのアンケートも新たに実施し、スムーズな団体受け入れの一助とし 

ました。 

② タブレット端末の活用 

タブレット端末利用によりアンケート回収、分析を迅速に行いました。 

③ セルフモニタリングを実施 

     各種モニタリング指標を統計・分析し次年度の事業計画などに反映させました。 

 

【参考資料】 

別紙①「令和 6 年度 横浜こども科学館入館者・プラネタリウム入場者数報告書」 

別紙②「令和 6 年度 実施事業一覧」 

   別紙③「令和 6 年度 横浜こども科学館 入館者アンケート実施報告書」 

 別紙④「令和 6 年度 横浜こども科学館 施設管理実施報告書」 

   別紙⑤「令和 6 年度 横浜こども科学館 収支報告書」 

 

 以上 

 

 

















































































来館者向けアンケート

①一般向けアンケート（通期）
・2024年11月より、オンラインでのアンケートを開始した。
・回答数91件

1. はまぎんこども宇宙科学館へのご来場は何回目ですか？

30%

10%

54%

初めて 2回目 3回目以上

2．いらした方の年齢を教えてください

大人人数
60%

子ども人数
40%

大人・子どもの割合

大人人数 子ども人数
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23%

8歳
21%

9歳
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10歳以上
19%

子ども年齢構成



３．本日はどの地域からご来場いただきましたか？

横浜市内
64%

横浜市外
24%

神奈川県外
12%

0 10 20 30 40 50

学校・幼稚園で配布されたチラ…

情報サイトをみた

GoogleやYahoo!などでの検索エ…

家族や友人からの紹介があった

以前団体利用で来たことがあった

その他

４．来館のきっかけを教えてください

５．ご来館されて、お子様の成⾧を感じる場面は
ありましたか？

あった
87%

なかった
13%



②一般向けアンケート（夏休み）
・来館者からの直接聞き取りアンケート
・8月3日に実施した







③団体利用者向けアンケート
・11月より実施
・利用後にWEBでのアンケートを依頼している

どこからきましたか？

42%

32%

26%

横浜市内 神奈川県内 神奈川県以外

利用した施設・サービスを教えてください

0 20 40 60 80 100 120

惑星ジム

工作教室

プログラミング教室

サイエンス・ショウ

展示室のみ

プラネタリウム

駐車場

昼食場所



科学館を利用しようと思ったきっかけは何ですか？

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

以前行った職員がおすすめしていたから

口コミでいいと聞いたので

以前個人で利用したことがあるから

料金が安いから

毎年来ているから

駐車場があるから

プラネタリウムがあるから

学習のため

昼食会場があるから

天候に左右されないから



1．建物保守点検 実施日

番号 設備種目 機器及び設備名称 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
床 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

外壁 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

屋根（排水溝等含む） 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

床 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

壁 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

天井 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

鋼製建具 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

ガラス製建具 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

自動ドア 定期点検 2回／年 16 21

防火シャッター 定期点検 2回／年 7・21 5・19

ブラインド 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

カーテン 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

手摺 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

移動椅子 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

5 外構 植栽等 定期点検 1回／年 17～19 20～24

2．電気設備保守点検 実施日

番号 設備種目 機器及び設備名称 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 受変電設備 受変電設備等 定期点検 1回／隔月 17 10 20 4 17 18

2 中央監視制御設備 中央監視制御設備等 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

3 直流電源設備 直流電源設備等 定期点検 1回／隔月 17 10 20 4 17 18

4 自家発電設備 非常用予備発電装置等 定期点検 1回／月 17 21 10 16 20 17 4 19 17 21 18 18

5 幹線設備 幹線等 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

6 動力設備 動力制御盤等 定期点検 1回／月 17 21 10 16 20 17 4 19 17 21 18 18

7 電灯設備 分電盤、コンセント等 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

8 照明器具設備 各所照明器具等 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

9 屋外電気設備 外灯設備 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

10 電話設備 電話自動応答装置 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

11 構内情報通信網設備 構内ＬＡＮ等 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

12 情報表示設備 トイレ呼出表示機等 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

13 インターホン設備 劇場・中央監視室・事務室 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

14 避雷設備 避雷針、避雷導線、接地等 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

15 防犯設備 機械警備用配管設備等 定期点検 1回／年 29

16 自動扉点検 玄関扉 定期点検 2回／年 16 21

17 電気時計設備 親時計、子時計等 定期点検 1回／年 15

3．消防用設備保守点検 実施日

番号 設備種目 機器及び設備名称 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 消火器 粉末、ハロン等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

2 屋内消火栓設備 消火栓、ポンプ等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

3 スプリンクラー設備 ヘッド、ポンプ等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

4 ドレンチャー設備 ヘッド、ポンプ等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

5 ハロゲン化物消火設備 ヘッド、消火薬剤等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

6 泡消火設備 泡ヘッド、ポンプ等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

7 粉末消火設備 消火薬剤、ホース等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

8 自動火災報知設備 受信機、副受信機等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

9 非常放送設備 本器、スピーカー等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

10 避難設備 救助袋、滑り台 定期点検 2回／年 7・21 5・19

11 誘導灯 避難口・通路誘導灯等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

12 非常用コンセント設備 非常用コンセント 定期点検 2回／年 7・21 5・19

13 防火、排煙設備 感知器、防火シャッター、排煙機等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

14 消防隊専用送水設備 ドレンチャー・スプリンクラー送水口等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

15 消火用補助水槽 水槽 定期点検 2回／年 7・21 5・19

16 非常電源設備 発電機、警報装置等 定期点検 2回／年 7・21 5・19

17 蓄電池設備 蓄電池 定期点検 2回／年 7・21 5・19

4．空調・冷暖房設備保守業務 実施日

番号 設備種目 機器及び設備名称 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 ポンプ類 冷温水ポンプ 定期点検 1回／年 7・21 5・19

2 全熱交換機 全熱交換機　HEX-1～4 定期点検 2回／年 7・21 5・19

3 空調機 ユニット型空気調和機　AC1～13 定期点検 2回／年 7・21 5・19

4 ファンコイルユニット ファンコイル 定期点検 2回／年 7・21 5・19

5 ろ過装置 冷温水槽用等 定期点検 1回／年 7・21 5・19

6 定風量バルブ 定風量バルブ 定期点検 2回／年 24・25 25・26

7 パッケージ空調機 床置、天吊等 定期点検 1回／年 7・21 5・19

8 自動制御機器 自動制御機器 定期点検 2回／年 24・25 25・26

9 ファン類 送・排風機類 定期点検 1回／年 7・21 5・19

10 マイクロガスタービン 不定期

11 冷温水機 不定期 10・16 22 3

5．昇降機設備保守業務
番号 設備種目 機器及び設備名称 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 エレベータ エレベータ　1、2号機 定期点検 1回／月 16 7 4 2 6 3 1 5 3 7 4 4

2 エレベータ エレベータ　3号機 定期点検 1回／月 16 21 18 16 5 17 15 19 17 21 4 18

6．環境衛生業務 実施日

番号 業務項目 業務内容 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 空気環境測定　 室内空気環境測定 定期点検 6回／年 20 8 9 15 15 10

2 受水槽清掃 受水槽の清掃、消毒 定期点検 1回／年 17

3 水質検査（残留塩素） 受水槽、5階洗面所の検査 定期点検 1回／週 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日 月曜日

4 水質検査（pH等） 水質の確認 定期点検 1回／週 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日 金曜日

5 井水水質検査（大腸菌群） 水質の確認 定期点検 6回／年 30 25 26 27 31 21

6 ねずみ、害虫等 ねずみ、害虫等防除 定期点検 2回／年 17 18

7 冷却塔 冷却塔清掃 定期点検 7回／年 16 21 18 16 注1 4 1 3

7 井水系受水槽 受水槽の清掃 定期点検 1回／月 9 21 4 16 注1 3 1 5 3 7 4 4

8 汚水槽清掃 汚水槽清掃、ポンプ点検等 定期点検 2回／年 17 18

6 雑排水槽清掃 雑排水槽清掃、ポンプ点検等 定期点検 2回／年 17 18

※注１

＜別紙④＞

休館日無しの為清掃作業なし

内部仕上げ

令和6年度　横浜こども科学館　施設管理実施状況報告  

1 外部仕上げ

2

建具3

ESCO事業者点検

ESCO事業者点検

4 建築設備

撤去により設備なし



7．清掃業務 実施日

番号 業務項目 業務内容 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
館内日常清掃 日常 2回／日

公園・側道等清掃及び塵芥収集 日常 1回／日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

床面清掃（剥離１回／月・各階２回／月） 定期 12回／年 8 21 18 16 20 25 15 119 17 21 4 18

窓・仕切りガラス清掃 定期 2回／年 25 18

照明器具清掃 定期 2回／年 18 17

カーペット 定期 2回／年 8 25

3 廃棄物処理 廃棄物分別処理 日常 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

4 マット交換 レンタルマット交換 定期 2回／月 4・19 2・20 7・21 8・22 5・26 13・27 11・25 8・22 13・25 10・24 7・21 7・21

実施日

番号 業務項目 業務内容 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
入退出及び駐車場管理 日常 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

安全確保及び災害対応 日常 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

事故、災害、盗難等の警戒 日常 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

2 機械警備 夜間の警備 日常 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

９．展示物保守点検業務 実施日

番号 設備種目 機器点数 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 5階展示物 29点 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

2 5階展示物 17点 定期点検 3回／年 19～21 16～18 19～21

3 4階展示物 26点 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

4 4階展示物 17点 定期点検 3回／年 19～21 16～18 19～21

5 3階展示物 25点 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

6 3階展示物 20点 定期点検 3回／年 19～21 16～18 19～21

7 2階展示物 19点 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

8 2階展示物 8点 定期点検 3回／年 19～21 16～18 19～21

9 1階展示物 2点 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

10 1階展示物 1点 定期点検 3回／年 19～21 16～18 19～21

11 地下2階展示物 8点 日常点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日

12 地下2階展示物 1点 定期点検 3回／年 19～21 16～18 19～21

10．宇宙劇場内機器保守点検業務 実施日

番号 設備種目 設備名称 内容 回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 プラネタリウム プラネ投影設備等 定期点検 3回／年 19～21 16～18 15～17

2 周辺機器 プロジェクター設備等 定期点検 3回／年 19～21 16～18 15～17

毎日 毎日
玄関、ホール、階段、廊下、エレベータ、便所、湯沸室、廃棄物保管
場所、館長室、事務室、会議室等

毎日 毎日 毎日毎日毎日 毎日
1

毎日毎日 毎日 毎日

1 常駐警備

日常清掃

8．警備業務

定期清掃2



＜別紙⑤＞

令和6年度　横浜こども科学館　収支報告書
　

　

【収入】 （単位：円）

予算 実績 差異

入館料・入場料 89,600,000 133,783,340 44,183,340

駐車場事業 10,000,000 14,049,700 4,049,700

教室・企画事業 28,700,000 38,073,645 9,373,645

目的外事業 36,800,000 75,103,481 38,303,481

その他事業（通販・アウトリーチ） 18,700,000 4,634,081 -14,065,919

183,800,000 265,644,247 81,844,247

222,957,000 222,957,000 0

賃金水準改定 261,120 261,120

406,757,000 488,862,367 82,105,367

【支出】 （単位：円）

予算 実績 差異

常勤 170,103,000 147,210,757 -22,892,243

非常勤（長期） 8,000,000 16,563,100 8,563,100

非常勤（短期） 3,000,000 5,476,628 2,476,628

福利厚生費 1,500,000 15,277,405 13,777,405

計 182,603,000 184,527,890 1,924,890

修繕費(小破修繕） 3,500,000 5,148,629 1,648,629

設備管理費・清掃費 40,710,000 47,563,122 6,853,122

保安警備費 7,070,000 7,459,320 389,320

駐車場設備費（リース） 2,500,000 1,983,600 -516,400

光熱水費 27,346,000 30,035,213 2,689,213

外構・植栽管理費 1,000,000 1,471,800 471,800

産業廃棄物 500,000 835,299 335,299

計 82,626,000 94,496,983 11,870,983

広報費・印刷製本費 13,000,000 11,583,132 -1,416,868

通信運搬費 3,500,000 3,474,522 -25,478

備品購入費 4,000,000 2,659,969 -1,340,031

消耗品費 3,000,000 3,697,998 697,998

保険料(非課税） 100,000 40,280 -59,720

使用料・賃借料 5,000,000 8,547,395 3,547,395

委託費 4,000,000 4,906,913 906,913

旅費・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・研修費 4,980,000 6,300,130 1,320,130

その他 120,000 3,875,189 3,755,189

一般管理費 14,480,000 59,024,474 44,544,474

公租公課費 21,900,000 17,567,035 -4,332,965

計 74,080,000 121,677,037 47,597,037

339,309,000 400,701,910 61,392,910

教室・企画事業 17,000,000 22,232,620 5,232,620

目的外事業 22,000,000 54,458,092 32,458,092

展示費 8,448,000 4,488,058 -3,959,942

宇宙劇場費 10,000,000 6,981,687 -3,018,313

通販・アウトリーチ他 10,000,000 0 -10,000,000

67,448,000 88,160,457 20,712,457

406,757,000 488,862,367 82,105,367

収入合計（ア）(税込）

項　目

利用料金収入

事業収入

運営収入　　合計　(税込）

指定管理料　(税込）

②事業経費　　合計　(税込）

支出合計　（イ）（①+②）　(税込）

項　目

人件費

維持管理費

運営費

①維持管理運営経費　　合計　(税込）

事業費




